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Ａ（１） 「歩いて楽しい
ウォーカブルな
まち・戸畑」とし
ての回遊性向上
と賑いの創出

戸畑区の都心部を貫く区のシンボルス
トリートである中央通りや、戸畑駅か
ら近く、利便性の高い汐井町公園など
のポテンシャルが街の活性化に生かさ
れていない。

駅前から区役所を経由し、夜宮公園方面へとまちの中心
部を貫く中央通りは、歩道が広く、沿線には多くの飲食
店が営業する戸畑区のシンボルストリートであるが、道
路法の規制等によりこの好条件を有効に活用出来ていな
い。
また、汐井町公園は、戸畑駅から徒歩3分と利便性のよい
都心部に位置しており、イベント等も開催できる適度な
面積があるが、認知度不足等により利用者が少ない。

「歩いて楽しいウォーカブルなまち・戸畑」に向け、大学生や高校生などのZ世
代を中心としたプロジェクトチームを立ち上げ、中央通りや汐井町公園等の活用
について、検討を始める。（令和6年度中）

「若者が集いにぎわいのある中央通り」の実現に向け、10月に
区内大学生・高校生を中心にしたワークショップを立ち上げ
た。メンバーは、「歩いて楽しいウォーカブルなまちづくり」
と題した講演会での座学、実際に中央通りの魅力を再発見して
もらう街歩きを体験した後、年度末までに計3回のワーク
ショップを実施中である。
来年度は、ワークショップで得られた研究成果について、地域
等も巻き込み、実証実験を行いながら、国の「ほこみち制度」
指定も視野に入れつつ、実現に向けた仕組みづくりを検討して
いく。
また、シン・ジダイ創造事業「区役所創造プロジェクト」を活
用し、戸畑区内の高校6校の生徒による「Ｚ世代の居場所づく
り」ワークショップを11月からスタート。計4回のワーク
ショップを通じて、汐井町公園の活用についてアイデア出しを
行い、実現可能な提案から順次実装していく。

　「若者が集いにぎわいのある中央通り」の実現に向け、10月
に区内大学生・高校生を中心にしたワークショップを立ち上げ
た。
　計3回のワークショップでは、「歩いて楽しいウォーカブル
なまちづくり」と題した講演会での座学、実際に中央通りの魅
力を再発見してもらう街歩きを体験、中央通り周辺のあるべき
姿の検討などを実施した。
　3月には検討結果報告会を実施し、『ウォーカブルトバタ～
日常に学びと文化がある通り～』という中央通り周辺コンセプ
ト案が提示された。報告会には、学校関係者だけでなく地域団
体、地元商業団体、沿線店舗、周辺公共施設など約60名の多く
の関係者が参加した。
　地域みんなで中央通りのにぎわい、まちづくりを考えるきっ
かけとなった。
　また、シン・ジダイ創造事業「区役所創造プロジェクト」を
活用し、戸畑区内の高校6校の生徒による「Ｚ世代の居場所づ
くり」ワークショップを11月からスタート。計4回のワーク
ショップを通じて、ウェルとばた交流ホール前のスペースにダ
ンスミラーを設置した。その他、汐井町公園などの活用につい
てアイデアが出された。

　今回の中央通りのワークショップが区内大学
生・高校生は改めて中央通りの魅力、課題を考
えるきっかけとなった。また、報告会に多くの
地域関係者が参加していただき、みんなで自分
たちのまちづくりを考え賑わいづくり、まちづ
くりの機運の醸成に寄与した。
　区役所創造プロジェクトにより、若者の意見
を反映した気軽に集まれる居場所を提供した。

　令和７年度は、中央通りのワークショップで
得られた研究成果について、地域等も巻き込み
実証実験を行いながら、持続可能な賑わいづく
りの実現に向けた仕組みづくりを検討してい
く。
　区役所創造プロジェクトで出された意見のう
ち、汐井町公園の活用については、令和７年
度、社会実験を実施する。その他、実現可能な
提案から順次、検討、実施していく。
【X方針継続】

Ａ（２） 気軽に集まり交
流できる場とし
ての区役所づく
り

区役所は地域の中心部に位置している
が、行政手続きなど用事のある人以外
には入りづらく、ふらっと立ち寄るよ
うな雰囲気ではない。（閉鎖的なイ
メージ）

昨年の各区における「ミライ・トーク」では、高校生か
ら自分たちの居場所を作ってほしいとの意見が多くあっ
た。
一方、戸畑区役所への来庁者は、各課での手続き等に来
られる方がほとんどであり、高校生などの姿をみかける
機会は非常に少ない。
区役所庁舎には、桟敷席、屋上庭園等、子どもや若者が
気軽に集まり、交流できるスペースを保有しており、高
校生への聞き取りでも、「フリーWi-Fiや屋上テラスに日
傘付きテーブルがあれば、高校生のしゃべり場になる」
といった意見などがあり、若者が集う場所として可能性
がある。

子ども家庭局「みらい政策委員会」や政策局Ｚ世代課「シン・ジダイ創造事業」
を活用し、小・中・高校生から区役所などにおけるＺ世代が集う居場所づくりに
ついて提案を受け、実現可能なものから順次実施していく。（令和6年度着手）

10月17日、「みらい政策委員会」において、あやめが丘小学校
の児童、飛幡中学校の生徒が、戸畑区役所の活用に関する提言
を市長に行った。その提言の中から、いくつかの提案について
12月15日に戸畑区役所を開放して実施するイベント「とばたこ
どもまんなかハートてらす」において子どもたちの想いを実現
する。今後もなるべく多くのものについて実現していきたい。
また、シン・ジダイ創造事業で高校生から提案された、戸畑区
役所の活用に関するアイデアについて、実現可能な提案から順
次実施していき、来年3月、市長への合同成果発表会で報告す
る。

　令和7年2月24日に区役所庁舎を開放したイベント「とばたこ
どもまんなかハートてらす」を開催した。戸畑工業高校、大英
産業株式会社、株式会社大英工務店のご協力のもと、戸畑区役
所屋上の「ふれあいの丘」に設置するベンチや椅子を製作し、
あやめが丘小学校の児童をはじめ、たくさんのお子様にものづ
くり体験をしていただいた。
　また、飛幡中学校の生徒は、イベントの中で「婚姻届の模擬
体験コーナー」を設置した。生徒自身が「一日とばた区長」と
なって窓口受付を行い、大人からお子様まで多くの来場者に、
思い思いの「推し」との婚姻手続きを実際に体験していただい
た。
　シン・ジダイ創造事業では、高校生から提案されたアイデア
である戸畑区役所でダンス好きが集まれるように区役所２階テ
ラスにダンスミラーの設置を実施した。併せて、ウェルとばた
交流ホール前のスペースにもダンスミラーを設置した。

　イベントにより製作された柔らかな木の香り漂う
ベンチや椅子の設置により、戸畑区役所の空間がよ
り魅力的にアップデートされた。
　また、イベント当日はたくさんの方にお越しいた
だき、区役所を身近に感じていただくことができ
た。
　シン・ジダイ創造事業でのダンスミラーの設置に
より、多くの若者がダンスの練習等を通して交流で
きる場所となり、若者の居場所を作ることができ
た。

　イベントにより製作されたベンチや椅子は、イベ
ント時は屋外に設置したり、イベント時以外は区役
所内の待ち合いスペースに設置し有効活用されてい
るが、屋上テラスに常設で設置できる程の耐久性(防
水処理等)がなく、高校生の要望のとおり日傘付きと
はなっていないため、日差しの強い時期の活用が難
しい。そのため、令和７年度は国の補助金等も活用
しながら、屋上テラスに日傘付きテーブルの設置を
目指す。
　また、シン・ジダイ創造事業でも高校生からまだ
実施できていない多くの提案があるため、引き続き
実現可能な提案から順次実施を進めていく。
【X方針継続】

Ａ（３） 誰もが利用しや
すい公園づくり

公園は本来、全世代を対象とした誰も
が自由に利用できる施設であるが、周
辺の住民から子どものボール遊びや騒
音についての苦情があるほか、利用者
の安全性の観点からエスカレートしが
ちで危険な子どものボール遊びなどに
ついては禁止とし、大人のウォーキン
グやグラウンドゴルフなどでの利用を
優先していることが多い。

公園利用者への聞き取り調査では、子どもたちは「ボー
ルで遊ぶときは周りの人に気を付けている」、「野球や
サッカーを思いっきりしたい」など、他の利用者に気を
使いながらもボール遊びを思いっきりしたいと考え、大
人たちも「思いっきり遊んでほしい」、「ボール遊びで
人に迷惑をかけたら謝ってくれると嬉しい」、「道路に
ボールが出ないか心配」と子どもを応援しつつ見守って
いる。
一方で、公園を管理するまちづくり整備課には、ボール
遊びによって、「ボールの音がうるさい」、「他の利用
者の迷惑になっている」、「家の窓ガラスが破損し
た」、「車にボールが当った」といったという苦情も
あっている。

これまで、浅生公園では、令和5年度から時間帯によっては、こどものボール遊
びを許容する取り組みをスタートし、また、中原地区では、令和5年4月の仙水公
園のリニューアルを機に、公園利用について民・官・教育機関合同で研究を行う
「戸畑なかばるあそび環境研究会」をスタートさせ、利用者が譲り合って誰もが
楽しめる公園のルール作りを進めている。
このような先行した取組みを地域に紹介しながら、地域の条件が整う公園から誰
もが利用しやすい公園の利用ルールについて検討を始める。

浅生公園においては、令和5年度から実施しているこどもの
ボール遊びを許容する取組みを学校の長期休暇期間の継続中で
ある。
仙水公園においては、11月9日に開催された「戸畑なかばるあ
そび環境研究会」による木のプレートづくりの様子を戸畑区の
SNSで広く広報することで、同様の取組みに賛同し、主体的に
「誰もが利用しやすい公園づくり」に取り組みたい地域と検討
を進める予定としている。

【浅生公園】
　取り組み後に行った地元自治区会長や近隣小中学校の先生へ
の聞き取りでは、「ルール運用による問題は発生しておらず、
ウォーキングする大人と、ボール遊びをする子どもたちとのト
ラブルが軽減するなど、一定の効果が認められた。」とのこと
であった。
【仙水公園】
　研究会の定例会の中で、地域コミュニティ活性化による公園
価値が向上したとの評価を得た。

【浅生公園】
　一定のルールのもとで、子どもたちが思いっきり
遊べるようになった。
　ボール遊びをしたい子どもたちの声に、大人たち
が地域ぐるみで考える機運が高まった。
【仙水公園】
　仙水公園での活動により、地域の小学生と九州工
業大学の学生とのコミュニティが活性化した。

【浅生公園】
　公園利用が自由にできないなど地元からの要望が
あれば、浅生公園と同様に他の公園においても、市
では地域で公園利用のルールの策定から運用に向け
積極的に支援していく。
【仙水公園】
　仙水公園での活動を令和7年度も継続し、同様の取
り組みを実施して、地域でのコミュニティ形成を進
める。
【X方針完了】

R６戸畑区Ｘ方針 振り返りシート（設定した課題の取組結果）
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Ａ（４） 区役所における
カスタマーハラ
スメント対策

区役所では、正当な要求やクレームだ
けでなく、時には暴言や恫喝、暴力的
な態度など他の来庁者に不安を与え、
職員の安全が懸念される事案も認めら
れる。
ついては、来庁者及び職員の双方が快
適に事務手続きを行うことができる
「ストレスフリーの区役所づくり」を
図るため、カスハラ対策を強化する必
要がある。

近年、カスタマーハラスメントへの対応が民間企業、行
政を含め大きな課題として認識されているが、戸畑区役
所においても、月に数件、長時間のクレームなど職員の
業務遂行に支障を生じる事案が発生している。
自治体職員に対するカスハラに関しては、明確な定義が
なく、これまで正当なクレームとの線引きに苦慮してい
たのが実情であるが、近年、全国的に被害（窓口での過
度なクレーム、不当な要求、暴言・恫喝など）が増加し
ていることや、自覚のないカスハラの増加も相まって、
踏み込んだ対策をとる自治体も増えてきている。
当区でも先進事例を参考に対策を強化し、職員のストレ
ス軽減とともに、事務効率化を図る必要がある。

戸畑区役所等におけるカスハラと考えられる事案の収集を行い、どのような対処
が必要か検討を行う。
また、典型的な事例やそれに対する現場での対応等について職員間の情報共有を
行うとともに、専門家を招いた研修等を行う。加えて、クレーム等がエスカレー
トし暴力行為に及ぶ恐れがある場合に、来庁者や職員の安全を確保するため、現
場応援・退去命令・警察への通報等を速やかに実施できる体制を構築する。
このほかに、7区役所及び関係部局で連携し、カスハラに関する統一的な判断基
準や対応マニュアルの策定などを行うとともに、総務市民局に対し、市としての
カスハラ対応方針の策定及び市民等への公表を働きかける。

区内各部署から収集した対応事例や意見を基に、令和6年8月か
ら総務市民局及び7区役所ほか関係部局によるプロジェクト
チームで検討を行い「（仮称）北九州市職員カスタマーハラス
メント対策ガイドライン(案)」をとりまとめた。今後、市役所
全部局への意見聴取等を経て、今年度中にガイドラインを策定
する予定となっている。
なお、同ガイドラインの策定を受けて、区役所内での研修等に
活用する。

　総務市民局が主催するカスタマーハラスメント対策検討ＰＪ
に戸畑区役所として参加し、令和７年２月に「北九州市職員カ
スタマーハラスメント対策ガイドライン」が策定された。区役
所各課において、ガイドラインを活用した研修を実施し、職員
への周知した。
　また、どのような行為がハラスメント事案に該当する可能性
があるのかを示す来庁者向け啓発ポスターを作成し庁内に掲示
した。

　どのような事案がカスタマーハラスメントに該当
するのか、またそれらの事案についてどのように対
応すべきかガイドラインに示されたことにより、職
員は安心してハラスメント事案へ対応することがで
きるようなった。
　また庁舎内に啓発ポスターを掲示したことで、来
庁者に対してどのような行為がハラスメント事案に
該当する可能性があるのかを示し、ハラスメント行
為を一定程度抑止・予防することができるように
なった。
　これにより、来庁者・職員の双方が安全・快適に
区役所を利用できる環境づくりに繋がった。

　ガイドラインの策定と区役所内での展開をもっ
て、X方針の取組みとしては完了とする。
　ただし、今後も継続的な研修やガイドラインの見
直しを行っていく。
【X方針完了】

Ａ（５） 各区間における
行政事務の事例
情報の共有化

区役所で取り扱う行政事務のうち、発
生した特殊な（例外的な）事例につい
ては、都度制度所管課に照会して対応
している。しかしながら、この対応結
果について情報共有が行われていな
い。

市内7区役所では、基本的に各事務分野における事務処理
要領や手引きに従って共通の事務処理を行っているが、
各区で発生した特殊な（例外的な）事例の対応結果や一
つの区からの質疑に対する制度所管課からの回答を共有
するための仕組みがない。

戸畑区各課における特殊事例の内容や対応結果について、事務分野ごとに統一様
式で情報を入力する様式（シート）を作成し、職員がアクセスできる共有サー
バーに保管することで関係職員がいつでも過去事例を確認できる体制を構築す
る。
事例入力や検索性を高めるルールを整理した運用方法を定める。（R6年度中）
将来的には、制度所管局及び７区が連携して、事務分野ごとに全庁的に特殊事例
を共有できる体制の構築を働きかける。

現在、特殊な事務処理事例を収集するためのフォーマットや職
員が利用しやすいツールについて市民課業務をモデルに
Kintoneアプリの開発に着手するとともに、運用の仕組みにつ
いても検討を進めており、年度内の運用開始を目指す。

　特殊な事務処理事例を職員が簡単に入力でき、他の職員が検
索できるKintoneアプリを開発し、その運用ルールを策定し
た。

　特殊事例収集・検索システムを構築し、職員が情
報を共有・検索できる仕組みができたことで、職員
が過去の事績を探しにかかる時間を短縮され、市民
サービスの質の向上（待ち時間の短縮、適正なサー
ビスの提供など）に繋がることが期待される。

　事例情報を共有・検索するシステムが稼働したこ
とでX方針の取組みとしては完了する。
　ただし、このシステムが効果を発揮するために
は、情報が適切に蓄積されることが必要であるた
め、引き続き情報入力・蓄積に取り組むとともに、
使い勝手を検証して、適宜システム改修を行う。
　また、他区や制度所管局との共有体制構築につい
ては、区内での運用を通して課題を再検証すること
が必要であるため、今後改めて課題・取組みの設定
を検討する。
【X方針完了】

Ａ（６） 行政サービス向
上のための制度
所管局等と区役
所との協議体制
構築

区役所は、各制度所管局が設計した制
度に則り行政事務を着実に実施する組
織でもあり、日々現場で市民と接する
中で、様々な制度上、運用上の課題や
改善点を抱えている。
その場合、区役所担当課から制度所管
課に対し課題報告や改善提案は逐次実
施しているが、複数の制度所管局を跨
ぐ場合などは、その改善に向けた具体
的な体制はない。

制度所管課、区役所担当課とも、制度の改善の必要性は
理解している。
しかし、日々の業務が多忙な中で、個別にあるいは担当
者会議などの場で、逐次協議は行っているが、制度所管
局における検討の進捗状況について情報が届きにくい。
また、所管局を跨ぐ連携や制度設計そのものについて、
現場の課題認識等を集約し、全庁的に制度改善を行うた
めの協議体制がない。
（例：税務情報システムと生活保護システムの連携が不
十分、各種の福祉施策にかかる事務分掌・専決区分の整
理・改訂など）

これまで、区役所各担当課が制度所管局に対して個別に検討を提案していた改善
事案等について、区総務企画課が情報を一元的に共有するとともに、他区への情
報提供や意見照会、必要に応じて制度所管局に対する検討依頼や進捗状況の聞き
取りを行うことにより、区役所全体として制度改善を働きかける体制を構築す
る。
また、将来的には、今年度から区政強化の取組みとして「（仮称）区政推進・局
区長会議」のスキームが開始され、区の目指すまちづくり施策などについて関係
局・区で調整を行うこととされている。このスキームを応用し、区が遂行する既
存事務の制度にかかる改善、局を跨ぐ連携などの方策についても、局区長級で課
題共有・検討を行う体制づくりについて、総務市民局と協議を進める。

各担当課において改善事案のリストアップを行い、区総務企画
課で情報を一元的に共有した。12月までに区内各所属長による
検討会の立ち上げ準備を行っている。第一段階として、Ｒ6年
度内に戸畑区からの要望発信の一元化を行う。その上で、次年
度以降制度所管局へ協議体制構築を働きかけることとしてい
る。

　各担当課でリストアップした制度所管局への改善協議・提案
事案を区総務企画課で一元的に共有するとともに、区として協
議の進捗状況を把握することとした。また、必要の応じて区総
務企画課から制度所管局総務担当課に対し協議を持ちかけるな
ど区として制度改善等に取り組むこととした。

制度改善協議・提案については、担当課だけに任せ
ず、区として課題認識を共有することで、検討・改
善のスピードアップが図られ、市民サービスの質の
向上（来庁者が利用しやすい区役所など）に繋がる
ことが期待される。

　制度改善協議・提案に関して、区役所全体として
取組み、制度所管局等へ働きかける体制づくりにつ
いては実施済み。
　また、将来的な取組みとして上げていた区役所と
制度所管局との間の制度改善にかかる協議体制、局
を跨ぐ制度連携等に関する協議体制の構築について
は、総務市民局において「区政推進・局区長会議」
が制度化され、その中で扱うことが可能となった。
したがって、本取組みについては完了とする。
【X方針完了】
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Ａ（７） まちの魅力の効
果的な発信

戸畑区の街の資源や魅力、また、戸畑
区役所や地域団体、市民センター、学
校、民間事業者などが実施しているさ
まざまな取組みが区内外に知られてい
ない。

戸畑区は、「住みたいまち、住み続けたいまち」とし
て、教育、文化、歴史、環境など様々な魅力を有してい
る。
また、魅力あるまちづくりのため、戸畑区役所をはじめ
地域団体、市民センター、学校、民間事業者などがさま
ざまな取り組みを実施しているが、情報発信力が弱く、
せっかくの魅力的な取組みが広く知られていないため、
事業の効果が限定的になっている。

区の若手職員を中心に、研修などを通じて写真や動画制作のスキルアップ、ター
ゲットに刺さるフレーズの使い方など、分かりやすく伝える広報スキルを身に着
けた人材を育成し、facebook、Instagram、X（旧twitter）など、各SNSの特徴に
応じた効果的な情報発信を行う。
また、区役所からの情報だけでなく、地域住民や団体等の取組みの情報を積極的
に紹介することで多様なまちの魅力を幅広く発信する。
さらに、ストーリー性を持たせたプレスリリースを心掛け、多くのマスコミへの
露出を図る。

8月6日、市長公室広報戦略課制作専任チームを講師に迎え、区
の若手職員を区の若手職員を中心に動画制作研修を実施した。
また、10月から国の「企業派遣型地域活性化起業人制度」を活
用し、「Z世代コンテンツカンパニー」である（株）movel（所
在地：東京都渋谷区）からSNSクリエイティブディレクターを
迎えいれた。
これにより、戸畑区役所のSNS担当者や若手職員の情報発信ス
キルの向上や、学校、地元企業に対するSNS等に関するクリエ
イティブ支援により、地域の魅力の発信力向上につながってい
る。
区の公式SNSでは、Facebookリーチ数1,178件、Instagram
ビュー数31,000件、Ⅹインプレッション数138,600件と各々の
投稿が、多くのユーザーの目に触れることができた。
（R6.10.28～R6.11.27）。
また、市民センター等の取り組みについても積極的にプレスリ
リースを行ったことで、地域の取り組みに関する取材が増え、
地域のモチベーションが向上している。

　市長公室広報戦略課制作専任チームを講師に迎え、区の若手
職員を中心に動画制作研修を実施
　10月から国の「企業派遣型地域活性化起業人制度」を活用
し、「Z世代コンテンツカンパニー」である（株）movelから
SNSクリエイティブディレクター・日吉友珠氏を迎えいれた。
　女性ライフを満喫できる都市というイメージを伝えるため、
女性が友達同士で語り合いたい時や一人でゆっくりしたい時に
気軽に行きたくなるような魅力あるお店を紹介する動画（行き
たくなる女子呑み動画）を各区と連携して作成した。

　SNSクリエイティブディレクターを迎えいれた
ことにより、戸畑区役所のSNS担当者や若手職員
の情報発信スキルを向上させることができ、学
校、地元企業に対するSNS等に関するクリエイ
ティブ支援により、地域の魅力の発信力向上に
つながっている。
　区の公式SNSでは、Facebookリーチ数1,178
件、Instagramビュー数31,000件、Ⅹインプレッ
ション数138,600件と各々の投稿が、多くのユー
ザーの目に触れることができた。（R6.10.28～
R6.11.27）。
　「行きたくなる女子呑み動画」を作成するに
あたり、SNSクリエイティブディレクターの指導
によりストーリー性を持たせることができた。

　戸畑区役所をはじめ地域団体、市民セン
ター、学校、民間事業者などが行うさまざまな
取り組みを広く市民を知ってもらうことで、同
じ事業を行っても、より大きな効果が得られる
ようにしたい。
　この情報発信によって、市民に戸畑区の魅力
をより感じてもらい、「住みたいまち、住み続
けたいまち」を実感してもらう。
【X方針継続】

Ｂ（１） 「稼げる公園」づ
くり

戸畑区内には夜宮公園や美術の森公園
など魅力ある公園が設置されている。
その一部では、にぎわいづくりのイベ
ント等で活用されているが、市内外か
ら一年を通じて観光客を呼び込めるよ
うな観光資源とはなっていない。

公園は市民の憩いの場となるだけでなく、市内外から観
光客を誘客する観光資源となりうるポテンシャルをもっ
ている。
特に、夜宮公園内にある旧安川邸は市指定有形文化財で
あり、孫文ゆかりの施設というストーリー性をもつ有力
なコンテンツであるが、現在は十分な照明設備がなく、
夜間営業が行われていないため、宿泊につながるナイト
タイムエコノミーの観光資源となっていない。

Ｒ7年度に、旧安川邸周辺に照明設備（仮設）を設置して「映える」化するとと
もに、夜間営業の実証実験や海外ツアー会社を招いたFAMツアー実施を働きか
け、稼げる公園（観光コンテンツ）としての可能性を検証する。（区長要望事
項）
また、Park-PFIの積極的な活用による民間を巻き込んだ稼げる公園としての施設
整備の可能性を探るマーケットサウンディング調査の実施について関係局に働き
かけを行う。
これら公園の機能向上を図る施設整備、ストーリー付け、PRなどにより観光コン
テンツとして磨き上げ、魅力を付加することで、市内外から観光客を誘客し、そ
の観光客をターゲットにした様々なビジネスチャンスが発生する「稼げる公園」
としての可能性を模索していく。

マーケットサウンディング調査については、都市戦略局緑政課
において市内の全公園を対象に調査を実施している。
また、旧安川邸周辺の魅力向上については、今年度、区長予算
要望を行うとともに戸畑区役所、緑政課、指定管理者において
魅力あるコンテンツ作り、夜間営業等について協議を行ってい
く。

　戸畑区の魅力向上の一環として旧安川邸の開催イベントを区
のSMSを活用して広報協力を行った。
　また、都市戦略局緑政課に魅力あるコンテンツ作り、夜間営
業等について働きかけを行うとともに、マーケットサウンディ
ング調査については、公園の指定管理に興味を示す事業者が1
件、夜宮公園では、立地条件や敷地形状でマイナスの要素があ
り、Park-PFIに興味を示す事業者はなかった。の結果であっ
た。
　試行的におためしライトアップとして、R6.11月に旧安川邸
の庭園、玄関等で関係者のみで小規模でライトアップを実施し
た。
　魅力あるコンテンツづくり若手ミーティングとして、緑政
課、観光課、戸畑区役所総務企画課、まちづくり整備課の若手
職員及び、旧安川邸指定管理で、旧安川邸の魅力向上に向けた
課題やコンテンツ提案についてのミーティングを実施した。

　区のSNSを活用したことで旧安川邸のイベント情報
を様々な情報ツールを経由して市民へ届けることが
可能となった。
　マーケットサウンディングでのヒアリングから、
旧安川邸の立地（中心市街地からやや遠い等）の理
由により、事業者が敬遠している課題がわかった。
　夜間営業に関して、指定管理者の人件費や、現状
では旧安川邸に夜間営業に適した照明施設がない等
の課題があったが、実現できれば集客につながると
思われる。
　ライトアップについては、小規模の照明実験で
あったが好評であった。

　旧安川邸のライトアップ整備については、夜の営
業を行っていない現状の中、昼夜含めたコンテンツ
づくりからスタートし、旧安川邸の魅力度アップを
図る中で、夜間ライト等のハード面整備を検討して
く段階を踏んでいく必要があると結論となった。
　公園は市民の憩いの場となるだけでなく、市内外
から観光客を誘致する観光資源となりうるポテン
シャルを持っている。「歩いて楽しいウォーカブル
なまち」の一つのコンテンツとして、観光資源や魅
力向上し、戸畑区に点在する観光資源を面的につな
げ地域、企業などと協働で回遊性の高い、緑豊かな
街並みを創出につなげていく。
【X方針継続※「「歩いて楽しいウォーカブルなま
ち」としての回遊性向上と賑わいの創出」の項目で
継続】

Ｂ（２） 戸畑区のにぎわ
いづくりを行う
担い手のネット
ワークの構築

戸畑区には、祭りや行事を通じて地域
住民が自主性をもって活動できるよ
う、団体間の調整を行う若手中心のま
ちづくり団体が存在しない。

個人商店、企業、地域団体、教育機関等が、それぞれの
活動を通じて、まちのにぎわいづくりに貢献している。
各々の団体が相互連携することが可能となれば、区内全
域にまちの賑わいが広がっていく。個人商店への聞き取
りでも「接着剤のように人と人とを引っ付けていけるよ
うな存在になれたらよい」と連携が必要との声が寄せら
れている。
戸畑区には、まちづくりを推進することを目的とする地
域づくり団体として、地元企業を中心とした戸畑区活性
化協議会があるが、会員は企業や団体の代表者・経営者
等であり調整の実務を担うプレイヤーがいないため、実
態として機能していない。

戸畑区活性化協議会について、会員企業・団体の管理職・担当者を構成員とする
実務者部会（仮）の立ち上げを働きかけ、実効性のある組織への変革を促す。
また、この協議会の構成員を個人商店や地域団体、教育機関等まで裾野を広げ、
熱意と実行力のある若い方を巻き込む。

実務者部会（仮）については、戸畑区内で蚤の市、マルシェで
活躍している個人商店や地域団体等に声掛けを行い、実効性の
ある組織のメンバー構成について検討しているところである。
今年度中ににぎわいづくりを牽引する人材によるメンバーを固
めることとしている。

　ネットワークの構築については、戸畑区内で蚤の市、マル
シェで活躍している個人商店や地域団体等との関係構築に努め
たとともに、にぎわいづくりを牽引する人材の発掘に取り組ん
だ。

　区役所と地域団体等との関係構築が進み、円
滑にイベントが進むための支援や多くの市民に
情報を届けるため、区SNSなどを活用し、多様な
媒体を活用し情報発信の協力を取り組んでい
る。

　戸畑区活性化協議会等の既存の団体と各イベ
ントで活躍している個人商店や地域団体等がつ
ながるきっかけづくりの協力を働き続け、戸畑
区の賑わいづくりをチームで取り組んでいく機
運を醸成する。
【X方針継続】
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Ｂ（３） 区役所において
政策立案機能を
発揮できる体制
づくり（地域の
活動、イベント開
催等における行
政依存からの脱
却）

区役所総務企画課には、企画係が配置
されているが、「地域イベント」の企
画立案及び実施、地域や関係団体との
調整等にかかる業務負担が過重となっ
ており、区独自の政策課題の抽出、解
決のための政策立案機能が十分に機能
していない。

今年度から、区長には経営的視点をもった課題設定、政
策立案が求められている。
企画係の事務分掌は「（1）区計画の策定及び進行管理、
（2）まちづくりに係る企画、調査及び事業実施」とされ
ているが、実態としては、これまで本庁各所管局主導の
行政運営が実施されてきたことで政策立案の経験やノウ
ハウが蓄積されておらず、また、まちの賑わいづくりイ
ベントや地域の祭りの開催に関する地域住民等の行政依
存の体質が強く、その業務負担が大きいことなどから、
政策立案ための人員体制も伴っていない。

地域主催のイベントにかかる企画・運営において、区役所が実行委員会の中心と
なっている現状から、本来の姿である地域主体の体制に戻すため、イベントの本
来の目的、必要性を再確認する。
また、企画検討の場への地域の実務者の参加を働きかけ、ノウハウの伝達を図る
とともに、イベント実行に際しても明確な役割分担を求め、地域住民は参加者で
はなく主催者であるという意識の醸成を図る。
さらに、区の政策課題に応じて、区役所各課職員によるプロジェクトチームを設
置するなど、職員に担当外の業務を経験させることで人材育成・区役所全体のレ
ベルアップを図る。
(さらに、総務市民局に対し、区役所総務企画課には、企画・政策立案の経験や
適性をもつ職員の配属を求める。上記を踏まえて、区の特性に応じた政策立案機
能を発揮するための区役所の組織体制のあり方・人員配置について、関係局及び
７区で検討開始を働きかける。（例：政策立案・企画担当ラインを課へ昇格。健
康状態・子育て・介護などにより配慮の必要な職員にかかる人役の考え方な
ど）)

地域主催のイベントを地域主体の体制に変革するため、戸畑区
活性化協議会の部会の立ち上げも含め、関係団体との協議・検
討を始めることとしている。また、若者の視線で戸畑区の新た
な魅力を発掘し、市内外に情報発信を行うプロジェクトチーム
「MOS」を設置している。今後も区の政策課題に応じてプロ
ジェクトチームを設置することで人材育成・区役所全体のレベ
ルアップを図る。

　地域主催のイベントを地域主体の体制に変革するため、戸畑
区活性化協議会や個人商店や地域団体等の関係構築に努めたと
ともに関係団体との協議・検討を始めることとしている。
　また、若手職員の会「MOS」の活動として、若者の視線で戸
畑区の新たな魅力を発掘し、市内外に情報発信を行うプロジェ
クトを実施したほか、ユーザー目線での施設改善の一環とし
て、「戸畑区役所改善プロジェクト」に取り組んだ。
　また、区役所の政策立案能力の向上については、総務企画課
に戦略係が新設された。

　戸畑区活性化協議会や個人商店や地域団体等
との関係構築に取り組んだ。
　また、区役所プロジェクトチーム活動を通じ
た人材育成により、職員の資質向上を図った。
　さらに、総務企画課に戦略係が新設されたこ
とは、各区が地域の特性を踏まえた政策検討を
行う上で有益であった。

　戸畑区活性化協議会等の既存の団体と各イベ
ントで活躍している個人商店や地域団体等がつ
ながるきっかけづくりの協力を働きかけ、戸畑
区の賑わいづくりをチームで取り組んでいく機
運を醸成する。
　また、区役所プロジェクトチーム活動は、職
員の人材育成には効果が見込めることから、R7
年度も継続して取り組む。
　ただし、職員を出す側（所属課）にも配慮が
必要である。区役所の各課は最低限の人員配置
で業務を分担しており体制に余裕がない。その
ような中で、職員がPJ活動で本来業務を離脱す
る時間には、代替職員を調整・配置する必要が
あり、組織や代替する同僚職員の負担は、特に
窓口業務を所管する課において軽いものではな
い。したがって、PJ活動は内容を精選し適正規
模で実施することが必要。
【X方針継続※「戸畑区の賑わいづくりの担い手
ネットワーク構築」の項目で継続】

Ｃ（１） 戸畑区中本町地
区における土地
利用にかかる検
討と市街地再開
発の推進

戸畑区では街中におけるマンション・
住宅需要が高く、特に交通機能、商業
機能、福祉文化機能が集積している戸
畑駅周辺の土地の供給が不足してい
る。
一方、駅前に位置する中本町商店街界
隈は、閉店した店舗が多く、商店街と
しての機能は低下している。
定住人口増に向けて中心市街地の高度
利用や、商業地から住宅地へという土
地利用の方向転換を含めた検討が必
要。

戸畑区では、民間会社の住みたいまち調査では、市内1位
（県内5位）にランクされるなど良好な住環境が認知され
ており、街なかでは若者・子育て世代の人口も増加する
など、マンション・住宅需要が高いが、宅地の供給が不
足している。
また、中本町商店街と周辺の建物の多くは木造で建築年
も古いことから、防災・防火面で早急な対策が必要であ
る。
さらに、同地区では商店街としての機能は低下している
が、土地所有者の多くが市外に在住していることや近隣
に大型商業施設が複数存在していることから、関係者に
おける商店街の活性化に向けた機運は決して盛り上がっ
ているとは言えない状況がある。

中本町地区の住民・土地所有者、事業所・店舗経営者などを対象とし、市街地再
開発事業など、再開発の手法や他の先進事例等を幅広く学ぶ「勉強会」を令和6
年度中に開催し、再開発に対する機運の醸成を図るとともに、地域で主体的に活
動できるリーダーの候補者を探る。

今年度中に区内大学生・高校生から中央通りの活性化に関する
提案をとりまとめることとしている。（課題Ａ（1）「歩いて
楽しいウォーカブルなまち・戸畑」参照）
この若者世代による活性化案について、中本町地区を含めた戸
畑駅周辺部の地域住民や事業所、店舗などを対象に説明会等を
実施し、戸畑駅周辺の将来的な再開発まで含めたまちづくりに
向けて広く意識の醸成を図ると同時に、市街地再開発事業な
ど、再開発の手法や他の先進事例等を幅広く学ぶ「勉強会」の
開催に繋げることとしている。

　令和７年３月に、浅生地区の地域住民、事業者、まちづくり
団体関係者等を招いて「戸畑区ウォーカブルなまちづくりワー
クショップ報告会」及び「（仮称）戸畑区魅力あるまちづくり
勉強会（キックオフミーティング）」を開催した。報告会で
は、他都市の道路を活用したまちづくりの先進事例紹介、大
学・高校生による中央通りを活用したまちの賑わいづくりのア
イディアを報告した。また、勉強会では、「戸畑まちづくり構
想」における戸畑駅周辺地区のまちづくりを振り返るととも
に、中本町地区の現状を示し、将来にむけたまちづくり勉強会
への参画を要請した。

　若い世代の自由な発想による中央通り活用ア
イディア報告をうけて、事業者やまちづくり団
体関係者の中で、実現に協力したいという発言
が出るなど機運醸成に効果が見られた。

　中本町地区のまちづくり勉強会については、
今回の参加者が地域住民や店舗経営者等の一部
であり、取組みは端緒についたばかりである。
引き続き、意見交換の場等を提供するととも
に、地域住民や土地・建物の所有者などの参加
者を拡大し、地域全体でまちづくりの機運醸成
を図る。
【X方針継続】

4


